
平成™˜年 月š—日 水曜日 (号外第™—Ÿ号)官 報

第
三
十
一
条
の
六
第
六
項
中
「
公
益
法
人
で
あ
つ
て
総
務
大
臣
の
登
録
を
受
け
た
も
の
又
は
公
益
法
人
以
外
の
法

人
で
あ
つ
て
」
を
削
り
、「
受
け
た
も
の
」
を
「
受
け
た
法
人
」
に
改
め
る
。

第
三
十
一
条
の
七
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
総
務
大
臣
又
は
消
防
庁
長
官
」
を
「
消
防
庁
長
官
」
に
改
め
る
。

第
三
十
三
条
の
十
五
第
二
項
第
一
号
中
「
又
は
寄
附
行
為
」
を
削
る
。

第
二
条

消
防
法
施
行
規
則
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
三
条
第
五
項
中
「
第
二
号
」
の
下
に
「
及
び
第
三
号
の
二
」
を
加
え
、
第
三
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え

る
。三

の
二

遊
興
の
た
め
の
設
備
又
は
物
品
を
客
に
利
用
さ
せ
る
役
務
の
用
に
供
す
る
個
室
（
こ
れ
に
類
す
る
施
設

を
含
む
。）（
令
別
表
第
一
_

項
ニ
、
n

項
イ
、
‚
ƒ
„
…

十
六
の
二

}
~
�
�
項
及
び
‚
ƒ
„
…

十
六
の
三

}
~
�
�
項
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物（
同
表
n

項
イ
、
‚
ƒ
„
…

十
六
の
二

}
~
�
�
項
及
び
‚
ƒ
„
…

十
六
の
三

}
~
�
�
項
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
に
あ
つ
て
は
、
同
表
_

項
ニ
に
掲
げ
る
防
火
対

象
物
の
用
途
に
供
さ
れ
る
部
分
に
限
る
。）の
部
分
に
限
る
。）

第
二
十
四
条
第
二
号
ハ
中
「
特
定
一
階
段
等
防
火
対
象
物
」
の
下
に
「
及
び
こ
れ
以
外
の
防
火
対
象
物
で
令
別
表

第
一
_

項
ニ
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
の
用
途
に
供
さ
れ
る
部
分
が
存
す
る
も
の
」
を
加
え
、
同
条
第
五
号
イ
中
「
Ë

及
び
ô
」
を
「
Ë
か
ら
ã
ま
で
」
に
改
め
、
同
号
イ
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ã

令
別
表
第
一
_

項
ニ
、
n

項
イ
、
‚
ƒ
„
…

十
六
の
二

}
~
�
�
項
及
び
‚
ƒ
„
…

十
六
の
三

}
~
�
�
項
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
（
同
表
n

項

イ
、
‚
ƒ
„
…

十
六
の
二

}
~
�
�
項
及
び
‚
ƒ
„
…

十
六
の
三

}
~
�
�
項
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
に
あ
つ
て
は
、
同
表
_

項
ニ
に
掲
げ
る
防
火

対
象
物
の
用
途
に
供
さ
れ
る
部
分
に
限
る
。
次
号
イ
ã
並
び
に
第
二
十
五
条
の
二
第
二
項
第
一
号
イ
ã
及

び
第
三
号
イ
ã
に
お
い
て
同
じ
。）の
う
ち
、
遊
興
の
た
め
に
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
、
イ
ヤ
ホ
ン
そ
の
他
こ
れ
に
類

す
る
物
品
を
客
に
利
用
さ
せ
る
役
務
の
用
に
供
す
る
個
室
（
こ
れ
に
類
す
る
施
設
を
含
む
。以
下
こ
の
号
、

次
号
イ
ã
並
び
に
第
二
十
五
条
の
二
第
二
項
第
一
号
イ
ã
及
び
第
三
号
イ
ã
に
お
い
て
同
じ
。）が
あ
る
も

の
に
あ
つ
て
は
、
当
該
役
務
を
提
供
し
て
い
る
間
に
お
い
て
も
、
当
該
個
室
に
お
い
て
警
報
音
を
確
実
に

聞
き
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
措
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

第
二
十
四
条
第
五
号
の
二
イ
中
「
Ë
及
び
ô
」
を
「
Ë
か
ら
ã
ま
で
」
に
改
め
、同
号
イ
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ã

令
別
表
第
一
_

項
ニ
、
n

項
イ
、
‚
ƒ
„
…

十
六
の
二

}
~
�
�
項
及
び
‚
ƒ
„
…

十
六
の
三

}
~
�
�
項
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
の
う
ち
、
遊

興
の
た
め
に
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
、
イ
ヤ
ホ
ン
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
物
品
を
客
に
利
用
さ
せ
る
役
務
の
用
に
供

す
る
個
室
が
あ
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
当
該
役
務
を
提
供
し
て
い
る
間
に
お
い
て
も
、
当
該
個
室
に
お
い

て
警
報
音
を
確
実
に
聞
き
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
措
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

第
二
十
五
条
の
二
第
二
項
第
一
号
イ
中
「
Ë
及
び
ô
」
を
「
Ë
か
ら
ã
ま
で
」
に
改
め
、
同
号
イ
に
次
の
よ
う
に

加
え
る
。ã

令
別
表
第
一
_

項
ニ
、
n

項
イ
、
‚
ƒ
„
…

十
六
の
二

}
~
�
�
項
及
び
‚
ƒ
„
…

十
六
の
三

}
~
�
�
項
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
の
う
ち
、
遊

興
の
た
め
に
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
、
イ
ヤ
ホ
ン
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
物
品
を
客
に
利
用
さ
せ
る
役
務
の
用
に
供

す
る
個
室
が
あ
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
当
該
役
務
を
提
供
し
て
い
る
間
に
お
い
て
も
、
当
該
個
室
に
お
い

て
警
報
音
を
確
実
に
聞
き
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
措
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

第
二
十
五
条
の
二
第
二
項
第
三
号
イ
中
「
Ë
及
び
ô
」
を
「
Ë
か
ら
ã
ま
で
」
に
改
め
、
同
号
イ
に
次
の
よ
う
に

加
え
る
。ã

令
別
表
第
一
_

項
ニ
、
n

項
イ
、
‚
ƒ
„
…

十
六
の
二

}
~
�
�
項
及
び
‚
ƒ
„
…

十
六
の
三

}
~
�
�
項
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
の
う
ち
、
遊

興
の
た
め
に
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
、
イ
ヤ
ホ
ン
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
物
品
を
客
に
利
用
さ
せ
る
役
務
の
用
に
供

す
る
個
室
が
あ
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
当
該
役
務
を
提
供
し
て
い
る
間
に
お
い
て
も
、
当
該
個
室
に
お
い

て
警
報
音
を
確
実
に
聞
き
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
措
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

第
二
十
五
条
の
二
第
二
項
第
三
号
リ
中
「
放
送
」
の
下
に「（
地
震
動
予
報
等
に
係
る
放
送
（
気
象
業
務
法
（
昭
和

二
十
七
年
法
律
第
百
六
十
五
号
）
第
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
気
象
庁
が
行
う
同
法
第
二
条
第
四
項
第
二
号
に
規
定
す

る
地
震
動
に
つ
い
て
の
同
条
第
六
項
に
規
定
す
る
予
報
及
び
同
条
第
七
項
に
規
定
す
る
警
報
、
気
象
業
務
法
施
行
規

則
（
昭
和
二
十
七
年
運
輸
省
令
第
百
一
号
）
第
十
条
の
二
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
予
報
資
料
若
し
く
は
同
法
第
十
七

条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
た
者
が
行
う
地
震
動
に
つ
い
て
の
予
報
を
受
信
し
又
は
こ
れ
ら
に
関
す
る
情
報
を
入
手
し

た
場
合
に
行
う
も
の
を
い
う
。）で
あ
つ
て
、
こ
れ
に
要
す
る
時
間
が
短
時
間
で
あ
り
、
か
つ
、
火
災
の
発
生
を
有
効

に
報
知
す
る
こ
と
を
妨
げ
な
い
も
の
を
除
く
。）」
を
加
え
る
。

第
二
十
八
条
の
二
第
一
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
令
別
表
第
一
^

項
か
ら
n

項
ま
で
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
の
避
難
階
に
あ

る
居
室
で
、
次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
該
当
す
る
も
の

イ

次
条
第
三
項
第
一
号
イ
に
掲
げ
る
避
難
口（
主
と
し
て
当
該
居
室
に
存
す
る
者
が
利
用
す
る
も
の
に
限
る
。

以
下
こ
の
号
、
次
項
第
二
号
及
び
第
三
項
第
三
号
に
お
い
て
同
じ
。）を
有
す
る
こ
と
。

ロ

室
内
の
各
部
分
か
ら
、
次
条
第
三
項
第
一
号
イ
に
掲
げ
る
避
難
口
を
容
易
に
見
と
お
し
、
か
つ
、
識
別
す

る
こ
と
が
で
き
、室
内
の
各
部
分
か
ら
当
該
避
難
口
に
至
る
歩
行
距
離
が
三
十
メ
ー
ト
ル
以
下
で
あ
る
こ
と
。

ハ

燐
光
等
に
よ
り
光
を
発
す
る
誘
導
標
識
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
「
蓄
光
式
誘
導
標
識
」
と
い

う
。）が
消
防
庁
長
官
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

第
二
十
八
条
の
二
第
二
項
中
第
二
号
を
第
三
号
と
し
、
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二

前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
令
別
表
第
一
^

項
か
ら
n

項
ま
で
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
の
避
難
階
に
あ
る

居
室
で
、
次
の
イ
及
び
ロ
に
該
当
す
る
も
の

イ

次
条
第
三
項
第
一
号
イ
に
掲
げ
る
避
難
口
を
有
す
る
こ
と
。

ロ

室
内
の
各
部
分
か
ら
次
条
第
三
項
第
一
号
イ
に
掲
げ
る
避
難
口
又
は
こ
れ
に
設
け
る
避
難
口
誘
導
灯
若
し

く
は
蓄
光
式
誘
導
標
識
を
容
易
に
見
と
お
し
、
か
つ
、
識
別
す
る
こ
と
が
で
き
、
室
内
の
各
部
分
か
ら
当
該

避
難
口
に
至
る
歩
行
距
離
が
三
十
メ
ー
ト
ル
以
下
で
あ
る
こ
と
。

第
二
十
八
条
の
二
第
三
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
令
別
表
第
一
^

項
か
ら
n

項
ま
で
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
の
避
難
階
に
あ

る
居
室
で
、
次
の
イ
及
び
ロ
に
該
当
す
る
も
の

イ

次
条
第
三
項
第
一
号
イ
に
掲
げ
る
避
難
口
を
有
す
る
こ
と
。

ロ

室
内
の
各
部
分
か
ら
次
条
第
三
項
第
一
号
イ
に
掲
げ
る
避
難
口
又
は
こ
れ
に
設
け
る
避
難
口
誘
導
灯
若
し

く
は
蓄
光
式
誘
導
標
識
を
容
易
に
見
と
お
し
、
か
つ
、
識
別
す
る
こ
と
が
で
き
、
室
内
の
各
部
分
か
ら
当
該

避
難
口
に
至
る
歩
行
距
離
が
三
十
メ
ー
ト
ル
以
下
で
あ
る
こ
と
。

第
二
十
八
条
の
三
第
四
項
第
三
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三
の
二

令
別
表
第
一
_

項
ニ
、
n

項
イ
、
‚
ƒ
„
…

十
六
の
二

}
~
�
�
項
及
び
‚
ƒ
„
…

十
六
の
三

}
~
�
�
項
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
（
同
表
g
h
十
六

e
f

項
イ
、
‚
ƒ
„
…

十
六
の
二

}
~
�
�
項
及
び
‚
ƒ
„
…

十
六
の
三

}
~
�
�
項
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
に
あ
つ
て
は
、
同
表
_

項
ニ
に
掲
げ
る
防
火
対

象
物
の
用
途
に
供
す
る
部
分
に
限
る
。）に
設
け
る
通
路
誘
導
灯
（
階
段
及
び
傾
斜
路
に
設
け
る
も
の
を
除
く
。）

に
あ
つ
て
は
、
床
面
又
は
そ
の
直
近
の
避
難
上
有
効
な
箇
所
に
設
け
る
こ
と
。
た
だ
し
、
消
防
庁
長
官
が
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
蓄
光
式
誘
導
標
識
が
設
け
ら
れ
て
い
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
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